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珪藻の殻径と底質粒度組成の関係から見た珪藻遺骸群集の形成過程―千葉県小櫃川
河口域を例に―

Formational process of diatom assemblage inferred from relations among distribution,
size of diatom frustules and grain size
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　珪藻は数～数１００μｍ程度の大きさで珪酸質の殻を持つ単細胞藻類であり，海域～淡水域にかけてのあらゆる水
域に生息しているが種ごとに特定の生息可能範囲があるため,その群集組成は水質の指標（環境指標種）として利用され
ている（小杉，１９８８；安藤，１９９０)．また珪酸質より成る殻は保存性が良いため，珪藻化石は古環境復元におい
て多く用いられている（小杉，１９８９ａ；澤井，２００７など）．一方で，微小かつ保存性が良いという特性は異地性
遺骸の流入の原因にもなるため（図１），古環境復元にあたっては予め現世の堆積物表層において，流水による運搬作用
や再堆積作用（生物作用による破壊や溶解を受けつつある遺骸群集の形成過程を詳細に検討しておく必要がある（小杉，
１９８６；１９８９ｂ；鹿島，１９９０；加藤ほか，２０００；Ｓａｗａｉ，２００１；納谷ほか，２００４）．
　本研究では，生体の生息域に基いた環境指標種の古環境復元における有効性を再検討するために，潮間帯での珪藻

遺骸の挙動に着目し，生体と遺骸の分布及び遺骸の殻径（サイズ）と底質粒度組成との対応関係を季節ごとに比較する
ことから,遺骸群集の形成過程を検討した．
　調査地域である小櫃川河口地域は，東京湾で唯一の自然状態に近い干潟である．この干潟には，多様な水環境と地

形が形成されており生物と環境の関係を調べる上で適している（大嶋ほか，1980；斉藤，１９９１；谷島，１９９９）．
さらに，この地域の水域は塩分による環境傾度の傾斜が大きく,海域から内陸域にかけての狭い範囲内で珪藻の種組成が
大きく変化するため，珪藻群集の研究をすることに適している．本研究では,北側のクリークにて試料を２００６年１１
月２２日（秋季），２００７年２月２２日 (冬季),２００７年５月１８日（春季），２００７年８月１１日（夏季）に採
取した．北側クリークは満潮時に海域と連絡するため塩分が高い．地形の特徴としては，クリークの入口（潮口）には
侵食環境が見られ堆積物の粒度は粗いが，クリークの奥ほど含泥率が高い．このため底質と珪藻群集の関係を検討する
上で適していると考えられた．
　珪藻分析用試料は小杉（１９８５）のヘマトキシリン・エオジン染色法を用いて生体と遺骸を染め分けた後プレパ

ラートに封入し，１０００倍の光学顕微鏡にて直線視野法により，生体と遺骸（完形殻のみ）を併せて６００個体を計
数・同定した．計数するに当たって，底質との対応関係を調べるために,西華産業株式会社Ｓｏｆｔ　Ｉｍａｇｉｎｇ　
Ｓｙｓｔｅｍ　ａｎａｌｙｓｉｓを用いて，ＰＣモニター上で珪藻の殻径（殻長）を１個体ずつφスケールで測定しな
がら計数した．
　底質試料は脱塩処理・乾燥処理をした後，篩い分けと島津製作所のレーザー回折式粒度分析装置（ＳＡＬＤ３００

０Ｓ）を用いて粒度分析を行った．
本研究より以下のことが明らかになった.１：珪藻遺骸殻は微粒子として水中を流され含泥率が高い北側クリークの奥

ほど遺骸の堆積量が多くなる．２：遺骸群集は生体群集よりも殻径が小さくなる傾向が認められる．３：異地性遺骸と
して北側クリークに流入してくる種は５．５φ（２４μｍ）以下の種が多い．４：５．０φ以上の大きさの種は前浜か
ら流れが弱い北側クリークへ流入しにくい種が認められた．５：北側クリークでの検討の結果，小杉が定め本研究で産
出した環境指標種群２７種の内，６種が現地性の要素が高く，古環境復元において信頼性の高い環境指標種群であると
考えられた．
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